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1　は　じ　め　に

オウトウの奇形果（花）は，前年花芽分化期の高温と水

分ストレスによって起こるといわれているわ。

1986年度は．前年の7月下旬～9月上旬に高温・乾燥で

経過したため，オウトウの奇形果（双子果）の発生が多かっ

た。そこで，場内に植栽されている34品種について，奇形

巣の発生程度を調査するとともに，佐藤錦・ナポレオンに

ついて，奇形花の様相と方位別の発生程度を調査したので

報告する。

2　陶　査　方　法

（1）奇形乗の品種別発生程度

場内に植栽されている9～12年生のオウトウ34品種の側

枝の花束状短果枝について．奇形巣の発生程度を5段階に

分けて調査した。調査は1986年5月22日～23日に行い，発

生程度は次の基準によった。

甚…10％以上，多…5％以上～10％未満，中・＝1％以上

～5％未満，少・‥1％未満，極少～無…調査枝では発生は

見られなかったが，樹全体ではまれに見られるもの

（2）奇形花の様相と方位別発生程度

場内に植栽されている12年生の佐藤錦・ナポレオンの各

方位における2－3年枝上の100花について，奇形花の様

相と発生程度を調査した。調査日は1986年5月7日．

3：陶　査　結　果

（l）1985年の気象経過

1985年は，7月下旬～9月上旬にかけて，高温・多目麒・

少雨で経過している。8月の最高気温の平均を平年と比較

すると3．9℃高く，同様に降水量は27％と極端に少なく土

壌が乾燥し，日照時間は22％多かった。8月の最高気温で

30℃に至らなかった日は8月20日（29．3℃）の1日だけで

あり，また8月5日～10日までは連日最高気温が35℃を越

す猛暑であった。

一方，オウトウの花芽分化は山形では7月10日ころから

始まり，8月中旬ころより雌ずい形成期に入る1）。したがっ

て，8月中の気象条件が雌ずいの形成に影響し，それが受

精し奇形異の発生につながったと考えられる。

（2）奇形巣の品種別発生割合

奇形栗のほとんどはいわゆる双子巣であった。

10月11月12月2月　3月　4月　5月　6月　7月　8月　9月

図1昭和60年度半句別気象表
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蓑1　品種別異常異の発生程度

発 生
程 度

品　　　　　　　　　　　 種

甚 ジ ャボ レ 一， チ ャップマ ン

中

佐 藤 錦 ，ナ ポ レオ ン ，南 陽 ，マ ー トンフ ェポ リッ

ト，へ －デル フ ィンガ ー リーゼ ン， レオ ンス カヤ，

ビ ック ．グ ロ リア ス ス タ ークゴ ール ド

少

レ 一二 ア ．ア ー リ ー リ ッチ モ ン ド，大 柴 ， コ ンパ

ク トステ ラ ． コ ンパ ク トラ ンバ ー ド，お ば こ，マ

ー トング ロ ー リー， シ ュワル チ ェベ ヌ ス ，バ ン ，

バ ーパ ン ク， ター キ ーブ ラ ックハ ー ト

極 少

J

無

高 砂 ，黄玉 ， イ ング リッ シ ュモ レロ ，モ レ レンク

レヌ ーク ，ビガ ロ ー ラー ジ レ ッ ド， N Y 1599 ， ウ

‾ス タ ー， シ ャ ッテ ンモ レロ ，マ ンム ー ト，デ リ

カ ータ ー， 日の 出

注．多は該当なし

奇形巣の発生の多い品種としては，ジャボレ－，チャッ

プマンであり，ジャボレーの場合，奇形花率は23．3％．奇

形果率は16．4％であった。発生が中程度の品種としては，

主要品種である佐藤錦．ナポレオンのはか，南陽，ビック，
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グロリアススタークゴールド等であった。発生が少程度の

品種としては，レ一二7，マートングロ「リー，パン等で

あった○発生のほとんど見られなかった品種としては，高

砂．黄王，日の出等であるが，これらの品種も発生が確認

される場合もあり，栽培条件や年による変動があると考え

られる。イングリッシュモレロ，モレレンクレヌーク等の

酸果オウトウでは，発生の少ない傾向が見られた。

（3）奇形花の様相

奇形花の様相としては．花弁の数・形が正常でない花弁

不完全花，雌ずいの不完全花として，無雌ずい花．短雌ず

義2　奇形花の発生率（％）

い花（雌ずいの長さが正常花の％以下），多雌ずい花があ

り，雄ずいの不完全花は認められなかった。

（4）奇形花の発生程度

り　佐藤錦の奇形花発生率は9・5％で．奇形花の内容は，

花弁不完全花，無雌すい花が多く，多雌ずい花は1．7％で
あった。

2）ナポレオンの奇形花発生率は14．0％で，奇形花の内

容は，多雌ずい花が最も多く6．6％であり，短雌ずい花は

認められず佐藤錦と異なる様相を呈した。

31万位別の奇形花発生率は，花弁不完全花については

品　　 種 方 位 健 全 花
花　 弁

不 完 全 花

雌 ず い の 不 完 全 化
経 ず い の

不 完 全 花無　　　 短　　 蝮

佐　 藤　 鏡

東 9 0．9 2．1 3．0　　 1．0　　　 3．0 0 ．0

西 9 1．4 4 ．2 3 ．4　　 1．0　　　 0 ．0 ■ 0 ．0

南 8 8 ．0 1．0 4 ．0　　　 2 ．0　　　 5 ．0 0 ．0

北 9 1．1 6 ．1 1，4　　 1．4　　　 0 ．0 0 ．0

平　 均 9 0 ．5 3 ．7 2 ．8　　 1．3　　 1．7 0 ．0

ナ ポ レオ ン

東 9 0 ．8 4 ．1 0 ．0　　　 0 ．0　　　 5 ．1 0 ．0

西 8 1．6 5 ．1 7．2　　　 0 ．0　　　 6 ．1 0 ．0

南 78 ．0 5 ．0 2 ．0　　　 0 ．0　　 1 5．0 0 ．0

北 9 3 ．7 0．0 6 ．1　　 0．0　　　 0．0 0 ．0

平　 均 8 6 ．0 3 ．‘ 3 ．8　　　 0 ．0　　　 6．6 0 ．0

写真1花蕾期（3月20日，1間）
の21堆ずい花

一定の傾向が認められず，無雌ずい花については佐藤錦で

は北側が少なく，ナポレオンでは東側と南側が少なかった。

多雌ずい花については，佐藤軌ナポレオンとも南側と東

側で多く発生しており，一般に北側には双子栗が少ないと

いわれていることとはぼ一致した。

4　ま　　と　　め

‖1986年は，山形県内のオウトウに奇形巣が多発した

が・場内に植栽されている34品種についてその発生状況を

調査した結果，品種間に差が認められた。

（2）前年（1985年）の夏期（7月下旬～9月上旬）に，

高温い多目廉い少雨で経過したことが花芽分化に影響し，

奇形黒を発生させる要因になったものと考えられる。

糊　双子果の発生につながる多雌ずい花の発生は，佐藤

錦，ナポレオンとも南側に多く北側に少なかった。

州　奇形花は，花弁や雌ずいが異常になるものが認めら

れたが，雄ずいの不完全花は認められなかった。
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